


南海トラフ巨大地震に対する備えのための耐震化 ・ 津波 ・ 高潮・暴風雨対策の推進が今後の課題

となっている。

3 活性化の取組方針

(1) 前期の浜の活力再生プランにかかる成果及び課題等
 

(2) 今期の浜の活力再生プランの基本方針
・ 船びき網漁業者は、大阪府漁業協同組合連合会資源管理船びき委員会と連携し、シラス ・ イカ

ナゴの資源管理を積極的に取り組み、 「マリンエコラベル認証」取得を目指し漁獲物の高付加価

値化を図る。

・漁業者は、大阪府漁業協同組合連合会と連携し、地域ブランド「泉だこ ・ 魚庭（なにわ）あこ

う」をイベント等でPR活動を実施し、販路拡大に取り組む。
・ 漁業者は、大阪・泉州広域水産業再生委員会と連携し、高品質鮮魚のブランド化に向けたルー

ルの作成、 またトレ ーサビリティシステムの導入を目指す。
・ 漁業人材育成総合支援事業を活用し、新規漁業就業者や漁業後継者の人材受け入れ・育成を推















•水産業競争力強化漁船導入緊急支援事業（国）

•水産業成長産業化沿岸地域創出事業（国）

・漁業人材育成総合支援事業（国）

(5)関係機関との連携

北中通漁業協同組合、大阪府漁業協同組合連合会、泉佐野市、大阪府、大阪泉州広域水産業再生
委員会が連携し、目標達成に向け、プランの実施を推進する。

4 目標

(1)数値目標

漁業所得の向上 10% 以上 I 基準年
-------. 

目標年

平成 26-30 年度： 漁業所得 千円

令和6年度： 漁業所得 千円

(2)上記の算出方法及びその妥当性

基準年の漁業所得は、平成2 6年度から平成3 0年度までの北中通漁業協同組合が把握するデー
タを用いて算出し、最大値と最小値を除いた3ヵ年を平均した数値である。

(3)所得目標以外の成果目標

トレ ー サビリティ導入等に I 基準年 令和元年度： 3 7 6 円/Kg

よるシラス単価の向上 目標年
---------------

令和6年度：
----------------

4 1 4 円/Kg

(4)上記の算出方法及びその妥当性

基準年：令和元年度シラスの販売平均価格

目標年：シラスの販売平均価格（基準の1. 1倍）

5 関連施策
活用を予定している関連施策名とその内容及びプランとの関係性
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